







































































2  ケーニヒ（König 1994）によれば、17歳から 45歳までの男性と妊娠中及び幼い子がある人を除いた 18歳か
ら 35歳までの女性 7万 5千人がスターリンによってドニプロペトロフスク等に連行されて強制労働に服し、15








5  彼らは数の上でこの少数民族の有力な一員であった。ケーニヒ（König 1994）によると、ルーマニアのドイ
ツ語新聞 Neuer Weg紙に公開された、チャウシェスク時代の最後の 1977年 6月 15日現在の人口統計では 、全
人口 21,559,416人の内、ドイツ人は 348,444人で、その他にザクセン人 5,930人、ハプスブルクが移住させたバ
ナーター・シュヴァーベン人 4,358人、合計 358,732ということになってしまうが、同じ年のMillizらの使用言
語による分類（Die deutsche Nationalität in Rumänien S. 45-48）では約 36万人のドイツ人を上位概念として、その




































7  11月 4日 6面の「州ドイツ語劇場のシラー祭　11月 10日の詩人生誕 175年を記念して」と、ヒトラーのシラー
祭を伝えた 11月 13日 1面の「ヴァイマールの大シラー祭」と、4日に予告した記念講演の報告を主とした 6面
の「ヘルマンシュタットのシラー祭」がそれである。


















としての H. v. クライストに関する論文で博士号を得てからすぐに教職につき、ズィーベンビュ
ルゲン第二の都市、クローンシュタット（ブラショフ）の名門ギュムナージウムであるホンテ

















11  この言葉がみえる 1785年版の一連を、拙訳を付して示す。連ごとに付された Chorの部分を連に含めると、
第 4番目の連の内、Chorを除いた部分である。
Freude heißt die starke Feder 歓喜とは永遠の自然のなかの
In der ewigen Natur. 力強いバネのこと。
Freude, Freude treibt die Räder 歓喜、歓喜こそが大きな世界時計の中で
In der großen Weltenuhr. 歯車を駆動する。
Blumen lockt sie aus den Keimen, それは蕾から花を外へと誘惑し、
Sonnen aus dem Firmament, 蒼穹から星々を誘い出し、
Sphären rollt sie in den Räumen, 預言者の望遠鏡も知らない諸領域の中で



















































































































ルゲンに絶大な影響を及ぼした両者の同一の誕生日（ルターは 1483年、シラーは 1759年の）、11月 10日を記
念して毎年挙行されているものを指す。この講演は教会主催のセミナーの一環として行われた。
13  ヴェーバーが示した出典は以下の通り。
  Harald Krasser: Schiller als Erzieher. Grundgedanken einer Schulrede bei der Luther-Schiller-Feier des 




































































いものである」であった。これらは民族性を排除した箴言集なのである。最後の 1頁を使って J. 
H. ダンネカー作のシラーの胸像の写真が掲載される。この時期の経済事情を考えると破格のも
のである。次に東ドイツのブレーマーとヴェルトハイムの共著論文「シラーのヴァレンシュタイ







シラー没後 200年祭が訪れるのは、1989年 12月 25日にチャウシェスクが殺害され、独裁政
権が崩壊した、所謂クリスマス革命から 15年余りを経て、2007年 1月 1日のルーマニア EU加
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